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高選択的酸化触媒
メタンモノオキシゲナーゼ機能モデル

アルケンのエポキシ化 ベンゼンの水酸化
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研究シーズ概要 メタンをメタノールに水酸化する酵素であるメタンモノオキシゲナーゼの機能を再現する高機能性の金属錯体を合成し
て、高効率・高選択的な酸化反応を開発する。

使用用途
応用例など 高性能酸化触媒、溶液中で安定な二核金属錯体の合成、分子コンピューター等。

備 考 多座の金属結合部位をもつ配位子をアルキル基でつなぐ事によって溶液中で安定な二核金属錯体を得る事ができる。これ
らの二核錯体は金属間に様々な架橋構造をとれるので、酸素活性化に限らず様々な機能を持たせる事ができる。

H2O2やO2の活性化による炭化水素の高効率・
高選択的な酸化反応を触媒する二核金属錯体

Dinuclear Metal Complexes Efficiently Catalyzing Selective Oxidation of Various Hydrocarbones with O2 or H2O2
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